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１．従来の断熱工法  

弊社は、鉄筋コンクリート造（ＲＣ造）の建築物における、結露防止構法で

特許を取得しました。  

従来の一般的なコンクリート造（ＲＣ造）の建築物では、施工が比較的簡単

な内側に断熱材を取付ける内断熱工法が多く採用されています。  

この構法の考え方は、外壁面の室内側に断熱材を吹付けることにより、室内

の高温多湿の空気を低温の外壁に接しさせないことにより、結露を防止しよう

とするものですが、断熱材と外壁の接する面ではその防止が困難でした。  

 

２．新断熱工法（断面図）  

今回の特許取得構法では、従来の構法に加え、石膏ボードの内面に防湿フィ

ルムを貼着し、端部を折り曲げることにより各石膏ボードを密着させ、室内側

の湿気を低温の外壁側に移動させないことで、断熱材と外壁の接する面 ( A 部 )

のより高度な結露防止を図ろうとする構法です。  

 

３．今後の見通し 

本工法による鉄筋コンクリート造（ＲＣ造）の外壁の防湿構造は、外壁の内

面における結露やカビをハイレベルで防止したい建物、例えば住宅、美術館な

どに利用でき、更に用途は広がると考えています。  

今後、設計の与条件を満たせば採用していく方針です。  

 



 

Ａ  

断面図  


